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令和８年第３回稲城市教育委員会定例会 

 

１ 令和８年３月19日、午後１時30分から、稲城消防署講堂において、令和８年第

３回稲城市教育委員会定例会を開催する。 

 

１ 出席委員は、次のとおりである。 

杉本 真紀子（教育長） 

白井 妙子 

北川 英一 

田中 教仁 

上林 秀之 

    

１ 出席説明員は、次のとおりである。 

教育部長         佐藤 知子 

教育指導担当部長     野村 洋介 

教育総務課長       枦場 恵子 

学務課長         涌田 恵一郎 

指導課長         長澤 慎哉 

生涯学習課長       小林 伸也 

学校給食課長       中島 英 

図書館課長        久野 由人 

 

 

１ 職務のため出席する職員は、次のとおりである。 

教育総務課教育総務係長 古川 直広 

教育総務課教育総務係  千代 菜摘 

 

１ 会議に付された事項は、次のとおりである。 

（１）日程第１  会議録署名委員の指名 

（２）日程第２  会期の決定 

（３）日程第３  教育行政報告 

（４）日程第４  第５号議案 

「令和８年度稲城市教育委員会職員の人事について」 

   （５）日程第５  第６号議案 

            「稲城市立学校の管理運営に関する規則の一部を改正する規

則」 

（６）日程第６  第７号議案 

            「稲城市教育委員会事務局処務規則の一部を改正する規則」 
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（７）日程第７  第８号議案 

            「稲城市立小・中学校学校医等（令和８年度）の委嘱につい

て」 

（８）日程第８  第９号議案 

            「稲城市立小・中学校学校運営協議会委員（令和８年度）の

任命について」 

（９）日程第９  第10号議案 

            「第三次稲城市立学校における働き方改革実施計画について」 

（10）日程第10  報告事項 
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教 育 長 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ただ今から、令和８年第３回稲城市教育委員会定例会を開催いたしま

す。 

それでは、日程第１ 本日の「会議録署名委員」についてお諮りいたし

ます。 

会議録署名委員については、教育長指名といたしたいと思います。ご異

議ございませんでしょうか。 

 

（ 異議なしの声あり ） 

 

 ご異議なしと認めます。よって、本日の会議録署名委員は、北川委員に

お願いいたします。 

 次に、日程第２「会期の決定」についてお諮りいたします。本定例会の

会期は、本日１日とすることにご異議ございませんでしょうか。 

 

（ 異議なしの声あり ） 

 

 ご異議なしと認めます。よって、会期は、本日１日と決しました。 

 本日は議事進行の都合により、日程第６ 第７号議案、日程第４ 第５

号議案、日程第 10 報告事項、日程第７ 第８号議案及び日程第８ 第９

号議案を先に行い、その後日程第３ 教育行政報告、日程第５ 第６号議

案及び日程第９ 第 10 号議案を行います。 

 それでは、日程第６ 第７号議案「稲城市教育委員会事務局処務規則の

一部を改正する規則」を議題といたします。 

 本案につきましては、稲城市教育委員会事務局処務規則に規定する指導

課の組織及び事務分掌を変更することに伴い、規則の一部を改正する必要

があるので、提出するものです。 

 詳細につきましては、教育総務課長より説明いたします。 

 教育総務課長。 

 

 それでは、第７号議案「稲城市教育委員会事務局処務規則の一部を改正

する規則」について、ご説明を差し上げますが、その前に、今回の規則の

一部改正につきましては、稲城市の４月１日付組織改正に大きく関わって

いるものでございますので、令和８年４月１日付で行う市の組織改正につ

いて少しお話をさせていただきます。 

 ４月１日付の市の組織改正全体の概要といたしましては、６部７課にわ

たる改正となり、教育部につきましては、教育行政の業務体制の適正化と

強化を図る観点から大きく整理されたものでございます。 

 今回の改正の中で大きく申し上げますと、所属の名前の変更、次に、教

育ＩＣＴ担当係長のポストの新設、所属名の変更に伴って、これまで指導

課にぶら下がっていた指導係の名称が教育企画係となる。最後に、教育指
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導担当課長のポストが新設されるものでございます。 

 次に、関係の規則の改正につきまして、ご説明を差し上げたいと思いま

す。 

はじめに、所属名の変更ですが、この変更については指導課の役割は学

校に対して一方的に指導を行うということではなく、学校の教育活動を支

援し、学校とともに教育の質の向上を図るよう助言や支援を行い、さらに

教育施策の企画立案、予算管理も担っております。今般の組織改正を契機

に、指導課が行ってきている支援機能と教育政策の企画機能をより適切に

表す観点から、教育企画課に変更され、これに伴ってぶら下がっている指

導係が教育企画係となります。 

次に、教育企画課の中に、教育ＩＣＴ担当係長のポストが新設されます。 

これは、指導課指導係が担ってまいりましたが、ポストの新設により、

ＧＩＧＡスクールの担当として、一体的な推進に取り組んでいくものでご

ざいます。 

最後に、教育指導担当課長のポストが新設されます。 

この教育指導担当課長のポスト新設についてですが、指導課は教育部に

包含されている所属ですが、東京都教育委員会と市の教育委員会との連携

強化や専門性に基づく対応も行う業務性質から、東京都から校長級の教員

が派遣されておりまして、この職について稲城市では、教育指導担当部長

という役職で着任をして、指導課の事務全般を、指導課の担当部長として

所管してきております。 

次に指導課長ですが、指導課長は、東京都から統括指導主事として派遣

された副校長級の教員が担ってきており、教育行政を推進するための予

算、教育施策の企画立案、校務管理、議会対応など、行政の事務を担って

いる一方で、統括指導主事の本来業務であります指導主事を統括する立場

として、学校とともに、教育の質の向上を図るための助言や支援業務を担

ってきております。また、指導課業務の中では、制度上教員の人事異動で

すとか、人事評価には指導課長は関与ができないということで、この業務

については、教育指導担当部長と教職員係長のみで担ってきておりまし

た。こうした指導課の業務について、引き続き、教育行政の円滑な運営と、

組織機能の強化を図るため、教育指導担当課長のポストが新設され、指導

課については、組織体制の強化と整理を行うものでございます。 

指導課業務については、かねてから委員の皆様から残業等指導課の職員

の業務量についてご心配や質問もいただいておりました。 

我々といたしましても、たくさんの政策が増え続け、業務量も比例して

増えて、残業時間が多い部門であったということは認識しており、そして

委員の皆様にもご認識いただいているものと考えております。 

そうした意見については、稲城市の教育施策を推進する中で、指導課業

務は重要なポジションであるということや、それによる業務量の増に対す

る職員体制、あるいは組織の体制等について、稲城市の組織の立てつけを
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担当する企画部門、また、人の管理をしている総務部門と協議をしてまい

りました。そして組織の体制等についても、検討してほしいということを

依頼してまいりました。そうした皆様方の意見等から、今般教育部の組織

に新たなポストが新設される等、体制強化となる改正につながったものと

いうふうに私は認識しております。 

今般、規則改正について、本来であれば教育委員の皆様には合意を取る

とか、そういった手続を踏まなければならないというところ、あるいは、

その情報のデリケートさから、全体の情報として共有する等こういった場

を設けなければいけなかったんですけれども、デリケートな内容でしたの

で、このタイミングで全部整理をして、議案としてご審議をお願いするこ

とになりました。 

ですが本来は、そういったことをきちんと教育委員の皆様と我々事務局

が共有をして進めていくことが、稲城市の更なる教育行政の推進につなが

ると考えております。今後、こういった教育に関するような案件があった

ときには、教育委員会の定例会では、全員協議会ですとか、情報交換会等

もございます。そうした場を活用いたしまして、進めてまいりたいと考え

ております。よろしくお願いいたします。 

それでは、議案の説明をさせていただきたいと思います。 

第７号議案の資料をお開きください。 

提案の理由でございます。 

稲城市教育委員会事務局処務規則に規定する組織及び事務分掌を変更

することに伴い、本規則の一部を改正する必要があるので本案を提出する

ものでございます。 

次に、議案概要説明書をお開きください。タブレット 15 ページ。 

概要でございます。 

繰り返しです。本案は、稲城市教育委員会事務局処務規則に規定する組

織及び事務分掌を変更することに伴う本規則の一部を改正する必要があ

るので提出するものです。 

主な改正内容です。 

令和８年４月１日付組織改正に伴い、指導課を教育企画課に、指導係を

教育企画係に改め、指導主事の職、職責について追加いたします。これに

伴う条文及び項目の順番を変更するとともに、教育総務課及び教育企画課

の事務分掌を整理いたします。 

第２条第２項関係、教育部指導課を教育企画課に改める。指導係を教育

企画係に改める。次に、第７条関係です。指導主事を教育委員会事務局に

置くことを加えます。続いて、第 12 条関係、指導主事の職責を加えます。 

次に、別表第４関係、指導課を教育企画課に、指導係を教育企画係に改め、

事務分掌を整理するものでございます。こちらの施行期日は令和８年４月

１日となっております。 

ご審議よろしくお願いいたします。 
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教 育 長 

 

 

 

北川委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 以上で提案理由の詳細説明が終わりましたので、これより質疑をお願い

いたします。 

北川委員。 

 

内容に入る前に、最後の方に説明がありました。今までずっとこの問題

が我々に知らされず、昨日の夕方です、初めて知ったのは。そのことでデ

リケートな問題なので、このタイミングで整理してお示ししたというよう

なことですが、デリケートな問題だと、なぜこのタイミングになるんでし

ょうか。 

議会は11月に知っているというふうに聞きました、11月12日ですね。そ

れから、議会事務局に経過を聞くと、教育委員会は別組織だから教育委員

に聞いてほしいと言われたそうです。当事者である教育委員が知らないは

ずないですよねと、言われております。全く恥ずかしい話だというふうに

思います。しかも、校長先生からは、課長が２人になるという話も先週聞

きました。でも、我々が知っているのは昨日です。 

デリケートな問題、いろんな人が知ってますよ。でも、一番知らなきゃ

いけないのは我々ですよねということだけ確認してください。 

今後、そういうような誤った判断をしないで、教育長がいなかったので

ここで確認しますけれども、合意を得ながらこれから進めていくと。後か

ら既成事実として、「これがこうなっていますので、よろしくお願いしま

す」ということはないですよねという話を確認しましたので、その辺のと

ころをもう一度確認をお願いしたいと思います。 

 

 教育総務課長。 

 

 今般のことについては、ご意見いただいている中で、一番最初に情報も

伝えられるタイミングではお伝えし、合意等も取っていくというような手

続を飛び越えて、今回なったということで大変申し訳なかったです。 

先ほど申し上げましたとおり、この後ある全員協議会ですとか、毎回あ

りますけど意見交換会とか、いろいろな形で議事録ということではなく

て、情報交換ができる場がたくさんありますので、そうしたところを活用

して、教育委員の皆様とともに一緒に教育行政を進めてまいりたいという

ふうに考えておりますので、どうぞご理解いただきたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 

 

内容としての、今ここでの協議内容は、提案理由の説明でもありました

ように、この規則改正についての、規則そのものについてご協議いただく

というのがこの定例会の趣旨ですので、その点についての協議をお願いい

たします。 
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北川委員 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

北川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

北川委員 

 

北川委員。 

 

 教育長、今そういうふうにおっしゃいますけれども、例えば、教育長も

学校の管理職でしたが、学校の規則を校長が知らない間に、もう変えられ

ていて、そしてそのことについて、年度末に校長先生、認めてくださいと

言われたらどうしますということです。 

 

 暫時休憩します。 

 

（ 暫時休憩 ） 

 

 それでは、再開をさせていただきます。 

それでは、先ほどの提案理由の詳細説明に基づきまして、質疑をお願い

いたします。 

北川委員。 

 

 口頭では説明がありましたけれども、やはりこういうことに関して、ぱ

っと聞いてもよく分からないんです。議案の概要説明書でも、さらっとし

か書いてない。 

意図とか、目指すところは何というのは、説明をされてから分かりまし

たけど、それを突然決めてくれというのはないじゃないですか。だから、

前も申し上げましたけど、こういうのは事前にブリーフィングを行っても

らうとか、もう少し詳しい資料をつけてもらうとか、前の日の夕方に、こ

れをぱっと出されても、そんな質問することさえよく分からないというこ

とになりますので、その辺のところも今後よろしくお願いしたいと思いま

す。 

質問の中身ですけれども、スクールカウンセラーに関することが指導係

にあったのが、今度はなくなりますが、それはなぜでしょうか。 

それからもう一点、組織の中に、指導主事がどこに置かれるのか書いて

ないように思うんですが、これはどこに置かれるのでしょうか。今までな

らば、常識的におかれるのは、教育企画課ということになると思いますが、

あえて指導主事を書いているにもかかわらず、ちょっと組織図にはないよ

うに思うんですが、ちょっと勘違いなら修正してください。よろしくお願

いします。 

 

 スクールカウンセラーの件と、指導主事については、すみません、質問

が聞き取れなかったんですが、もう一度お願いできますか。 

 

 新たに「指導主事を置く」ことを加えると書いてありますが、これはど

こかに書いてあるんですか。 
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教 育 長 

 

北川委員 

 

教 育 長 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

指導課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北川委員 

 

教 育 長 

 

 

北川委員 

 

 

教 育 長 

 

教育総務課長 

 

 

 どこかにと言うと、組織図の中のどこかにということですか。 

 

 そうです。 

 

 それでは、その２点、担当の課長は挙手をお願いします。 

暫時休憩します。 

 

（ 暫時休憩 ） 

 

 再開します。 

 指導課長。 

 

 それでは今、北川委員からご質問いただきましたスクールカウンセラー

等に関することが、これまでは指導係のほうに記載をしていたものが、新

たに教育企画係には記載がないことにつきましては、こちらのスクールカ

ウンセラー等に関することの業務内容といたしまして、これまでは、スク

ールカウンセラーの任用事務等もこちらに含んでおりました。ただ、スク

ールカウンセラーであったり、あるいはスクールソーシャルワーカーであ

ったり、そういった相談業務に関することにつきましては、教育センター

係が担うものとして、より大きなカテゴリとして、スクールカウンセラー

の相談業務の一般的な内容として入れ込むという形で、こちらの記載がな

くなったものでございます。 

もう一点、指導主事に関して組織図の中にないという質問につきまして

は、こちらは、指導主事を新たに新設される教育指導担当課長のもとに、

指導主事が組織として加わえていくということで、こちらのほうには記載

をしていないというものでございます。 

 

 分かりました。 

 

 ほかにいかがでしょうか。 

北川委員。 

 

 簡単なことですが、これで指導課の人員は増えるということでよろしい

でしょうか。今、この場で言えないのであれば、また後で結構です。 

 

 教育総務課長。 

 

 先ほどご説明しましたが、ＩＣＴ担当係長、それから教育企画課長と教

育指導担当課長というところで、課長職が２人になるというようなことに
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北川委員 

 

 

 

 

教 育 長 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

北川委員 

 

教 育 長 

 

 

 

教 育 長 

なりますので、人員としては増員になるものでございます。 

 

 北川委員。 

 

 ありがとうございます。 

指導課の働き方改革については、大変強い危機感を持っておりましたの

で、ご尽力に感謝したいと思います。本当にありがとうございます。 

 

 ほかにいかがでしょうか。 

北川委員。 

 

 私、東京都に関係しておりましたけれども、学校教育に関するものは、

基本的には管理職は、教育職だったんですね。 

今回、教育企画課長が行政職になるんだと思いますけれども、その辺の

ところの意図は何かあるんでしょうか。 

 

 教育総務課長。 

 

 指導課の業務は、先ほどご説明しましたとおりで、行政的な部分と教育

的な部分と、２人分の仕事を１人でやってきていたというようなことがご

ざいます。ですので、今回、新たに配置する統括指導主事職の課長職とし

て、教育指導担当課長という職が指導主事の統括をしていくわけでござい

ますけれども、それは教育の専門的な知見から行っていくもの、それから、

名称が変わりまして教育企画課に今度配置される課長については、行政職

の課長が配属されることになると聞いておりますので、その課長は、これ

まで行政部分の予算の執行管理、法的管理、それから企画立案等、事務的

なものに特化した課長が、課の統括をしていく、他の所管をするというよ

うなものです。 

議会の対応については、その案件について、双方の課長が対応するとい

うことで整理をしております。 

 

 よろしいでしょうか。 

 

 よく分からないですけど、結構です。 

 

 ほかにいかがでしょうか。 

 

（ なしの声あり ） 

 

 他に質疑がないようですので、以上で質疑を終結いたします。 
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教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

これより、第７号議案「稲城市教育委員会事務局処務規則の一部を改正

する規則」を採決いたします。 

本案を原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（ 挙手全員 ） 

 

  挙手全員であります。よって、第７号議案は原案のとおり可決いたし

ました。 

次に、第５号議案、第８号議案、第９号議案及び報告事項を議題といた

します。第５号議案、第８号議案、第９号議案及び報告事項は、人事案件

であることから非公開といたしたいと思いますが、ご異議ございませんで

しょうか。 

 

（ 異議なしの声あり ） 

 

 ご異議なしと認めます。 

よって、第５号議案、第８号議案、第９号議案及び報告事項は非公開審

議といたします。 

これより非公開審議に入りますので、関係者以外の退席を求めます。 

暫時休憩いたします。 

 

（ 暫時休憩 ） 

※全課長及び傍聴者は退室する。 

 

（これより第５号議案は非公開審議） 

---------------------------------------------------------------------------- 

非公開審議 

--------------------------------------------------------------------------- 

（これにて第５号議案の非公開審議は終了） 

 

（ 暫時休憩 ） 

※全課長が入室する。 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 これより、第５号議案「令和８年度稲城市教育委員会職員の人事につ

いて」を採決いたします。 

本案を原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（挙手全員） 
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教 育 長 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 挙手全員であります。よって、第５号議案は原案のとおり可決いたし

ました。 

ここで、市長部局への審議結果の報告のため、暫時休憩いたします。 

 

（ 暫時休憩 ） 

※市長部局へ審議結果の報告 

 

 再開いたします。 

 これより非公開審議を再開いたしたいと思いますが、ご異議ございま

せんでしょうか。 

 

（ 異議なしの声あり ） 

 

 ご異議なしと認めます。 

 これより非公開審議を再開いたしますので、関係者以外の退席を求めま

す。 

 暫時休憩します。 

 

（ 暫時休憩 ） 

※全課長は退室する。 

 

（これより第８号議案、第９号議案及び報告事項は非公開審議） 

---------------------------------------------------------------------------- 

  非公開審議 

--------------------------------------------------------------------------- 

（これにて第８号議案、第９号議案及び報告事項の非公開審議は終了） 

 

（ 暫時休憩 ） 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

再開いたします。 

これより、第８号議案「稲城市立小・中学校学校医等（令和８年度）の

委嘱について」を採決いたします。 

本案を原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（挙手全員） 

  

 挙手全員であります。よって、第８号議案は原案のとおり可決いたしま

した。 

次に、第９号議案「稲城市立小・中学校学校運営協議会委員（令和８年

度）の任命について」を採決いたします。 
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教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

学務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導課長 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

本案を原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（挙手全員） 

  

挙手全員であります。よって、第９号議案は原案のとおり可決いたしま

した。 

 次に、日程第３「教育行政報告」です。教育行政報告につきましては、

各課長より報告いたします。 

  

 

〔 教育行政報告 〕 

 

１ 稲城市の教育「イエール」の発行 ２月15日号（第８号）について 

２ 教育委員会後援名義について 

３ 定例校長会について 

４ 令和８年２月東京都市教育長会庶務課長会定例会について 

５ 令和７年度稲城市教育委員会児童・生徒表彰審査会について 

６ 学校開放事業（１月分・２月分）について 

 

１ 令和７年度第４回東京都市学事・保健・給食担当課長会定例会につい 

 て 

２ 令和７年度就学時健康診断について 

３ 令和７年度第２回稲城市立学校給食共同調理場運営委員会について 

４ 令和７年度第２回稲城市学校保健連絡会について 

５ 感染症等による稲城市立学校の学級閉鎖等の状況について 

６ 令和７年度児童・生徒数・学級数（令和８年１月１日現在、２月１日

現在）について 

 

１ 担当者事業について 

２ 推進事業について 

３ 研修事業について 

４ その他について 

５ 教育センター関係について 

 

１ 社会教育委員関係について 

２ 社会教育活動の振興について 

３ 芸術文化活動の振興について 

４ 二十歳の式典関係について 

５ 文化財の保護と普及について 

６ 生涯学習推進事業について 



13 
 

 

 

 

 

 

 

学校給食課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館課長 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育指導担当部長 

 

 

 

 

 

７ 放課後子ども教室参加状況（１月分）について 

８ 公民館主催事業の実施状況について 

９ ｉプラザの主な主催事業に実施状況について 

10 生涯学習課利用統計（公民館 令和８年１月分、２月分／ｉプラザ 

令和８年１月分） 

 

１ 学校給食野菜に関する情報交換会について 

２ 令和７年度第３回多摩地区学校給食共同調理場連絡協議会場長会に

ついて 

３ 令和７年度第２回稲城市立学校給食共同調理場運営委員会について 

４ 令和７年度第２回稲城市学校保健連絡会について（再掲） 

５ 令和７年度第３回多摩地区学校給食共同調理場連絡協議会給食運営

管理研究部会について 

６ 令和７年度第６回多摩地区学校給食共同調理場連絡協議会献立研究

部会について 

７ 令和７年度第２回稲城市栄養連絡会について 

８ 試食会について 

 

１ 市主催事業について 

２ 中央図書館主催事業（ＳＰＣ運営）について 

３ 分館主催行事について 

４ 城山体験学習館の主な事業について 

５ 図書館の利用状況（令和８年１月・２月）について 

 

 教育行政報告が終わりました。 

 次に日程第５ 第６号議案「稲城市立学校の管理運営に関する規則の一

部を改正する規則」を議題といたします。 

本案につきましては、公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関

する特別措置法等の一部を改正する法律が公布され、学校教育法の改正に

伴い、稲城市立学校の管理運営に関する規則の一部を改正する必要がある

ため、提出するものです。 

 詳細につきましては、教育指導担当部長より説明いたします。 

 教育指導担当部長。 

 

 それでは、第６号議案「稲城市立学校の管理運営に関する規則の一部を

改正する規則」について、ご覧ください。 

それでは、まず１ページの提案理由についてでございます。 

公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法等の

一部を改正する法律（令和７年法律第68号）が公布され、学校教育法（昭

和22年法律第26号）の改正により、組織的な学校運営及び指導の促進に向
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けた「主務教諭」の職の創設が行われることとなりました。これを踏まえ、

稲城市教育委員会としては、「主任教諭」を改正学校教育法で新設された

「主務教諭」に位置付けることとし、名称は引き続き主任教諭として運用

するべく、稲城市立学校の管理運営に関する規則の一部を改正する必要が

あるため、本案を提出するものでございます。 

詳細の説明につきましては、４ページの新旧対照表をご覧いただき、こ

ちらに沿ってご説明をさせていただきます。 

４ページをご覧ください。 

まず、第７条の３、旧のところでは「学校に特に高度の知識又は経験を

必要とする教諭の職として、主任教諭を置くことができる。」を、新しく

「小中学校に主務教諭を置くことができる。」に改めます。 

第７条の３第２項、旧では「学校に特に高度の知識又は必要とする養護

教諭の職として、主任養護教諭を置くことができる。」となっておりました

ものを「主務教諭は、児童又は生徒の教育をつかさどり、及び命を受けて

学校の教育活動に関し教諭その他の職員間における総合的な調整を行

う。」に改めます。 

第７条の３第３項でございます。 

旧では、「学校に特に高度の知識又は経験を必要とする栄養教諭の職と

して、主任栄養教諭を置くことができる。」を、「主務教諭の職名は、主任

教諭とする。」に改めます。 

第７条の３第４項として、「小中学校の実情に照らし必要があると認め

るときは、児童又は生徒の養護をつかさどり、及び命を受けて学校の教育

活動に関し教諭その他の職員間における総合的な調整を行う主務教諭を

置くことができる。」を加えます。 

第７条の３第５項として、「前項に規定する主務教諭の職名は、第３項の

規定にかかわらず、主任養護教諭とする。」を加えます。 

第７条の３第６項として、「小中学校の実情に照らし必要があると認め

るときは、児童又は生徒の栄養の指導及び管理をつかさどり、並びに命を

受けて学校の教育活動に関し教諭その他の教職員間における総合的な調

整を行う主務教諭を置くことができる。」を加えます。 

第７条の３第７項です。「前項に規定する主務教諭の職名は、第３項の規

定にかかわらず主任栄養教諭とする。」を加えます。 

第７条の４、旧では、「小学校及び中学校に教務主任、生活指導主任、保

健主任及び学年主任を置く。ただし、これらの主任の担当する校務を整理

する主幹教諭を置くときその他特別の事情のあるときは、これらの主任を

置かないことができる。」を、「小中学校に教務主任、生活指導主任、保健

主任及び学年主任を置く。ただし、これらの主任の担当する校務を整理す

る主幹教諭又は教育活動に関し、教諭その他の職員間における総合的な調

整を行う主務教諭を置くときその他特別の事情のあるときは、これらの主

任を置かないことができる。」に改めます。 
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教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北川委員 

 

第７条の４第２項、旧では、「小学校に研究主任を置く。ただし、当該主

任の担当する校務を整理する主幹教諭を置くときその他特別の事情のあ

るときは、これを置かないことができる。」を、「小学校に研究主任を置く。

ただし、当該主任を担当する公務を整理する主幹教諭又は教育活動に関し

教諭その他の職員間における総合的な調整を行う主務教諭を置くとき、そ

の他特別の事情があるときは、これを置かないことができる。」に改めま

す。 

第７条の４第３項、旧では、「中学校に進路指導主任を置く。ただし、当

該主任の担当する校務を整理する主幹教諭を置くときその他特別の事情

があるときは、これを置かないことができる。」を、「中学校に進路指導主

任を置く。ただし、当該主任の担当する校務を整理する主幹教諭又は教育

活動に関し教諭その他の職員間における総合的な調整を行う主務教諭を

置くときその他特別の事情のあるときは、これを置かないことができる。」

に改めます。 

主任教諭につきましては、平成21年度から東京都教育委員会が独自設置

しているもので、教諭として採用され、一定期間を経たのち、高度な知識

や経験に基づく実践力を持ち、校務分掌上の重要な役割を担いながら、主

幹教諭の補佐及び同僚や若手教員への助言支援などを行う職で、主務教諭

と役割が類似する部分がございますが、令和８年東京都教育委員会第１回

定例会において、東京都都立学校の管理運営に関する規則の改正が行わ

れ、令和８年４月１日から都立学校に関し法に基づき、主務教諭をこれに

位置づけることとし、職名については、引き続き主任教諭とするものとし

て規定整備が行われたことにより、当市も東京都教育委員会に準じて改正

いたします。 

以上のとおり、稲城市立学校の管理運営に関する規則の一部を改正する

規則について、議案を上程させていただく次第でございます。 

説明については以上でございます。 

 

 以上で、提案理由の詳細説明が終わりました。 

１点、私からも加えさせていただきますが、第７条の３につきましては、

第７条の３の旧の第１項が、新になると第１、２、３項に集約される。そ

して、旧の第２項、主任養護教諭についてが、新ですと第４、５項に、旧

の第３項、主任栄養教諭については、新でいうと第６、７項に相当すると

いう、そういった改正ということで読み取っていただければと思います。 

それでは、詳細説明が終わりましたので、これより質疑をお願いいたし

ます。 

北川委員。 

 

 ７条の４ですけれども、主務教諭の前に、主務教諭の中身がずっと全部

書いてあるんですが、これは必要なんでしょうか。 
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教 育 長 

 

教育指導担当部長 

 

 

 

教 育 長 

 

北川委員 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

教育指導担当部長 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

上林委員 

 

 

 

教 育 長 

 

教育指導担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教育指導担当部長。 

 

 こちらは東京都の条文等を参考にしながら作らせていただいておりま

す。こちらの部分については、このような記載の形で提案させていただけ

ればと思っているところでございます。 

 

 北川委員。 

 

 あってもなくても、大きな問題はないんですけど、主幹教諭の職務がそ

の前にまた同じように書いてあれば、対照的にいいんですけれども、主幹

教諭には書いてなくて主務教諭だけ書いてあるのは何だかバランスが悪

いなというふうに思います。 

以上です。 

 

 教育指導担当部長。 

 

 ご意見は参考とさせていただければと思います。 

 

 公立学校の教員は、東京都から任用を受けて配置をされますので、特に

服務関係、また人事関係の記載については、東京都をまずは倣わせていた

だきながらの記載をするという仕組みで今まで来ていますので、そこのと

ころを付け加えさせていただきたいと思います。 

ほかにいかがでしょうか。 

上林委員。 

 

 あんまり詳しくないので理解できないんですけど、主任教諭と主務教諭

というのは、名前が変わっただけなんでしょうか。それとも、給料等の何

か絡みがあるので変わるということなんでしょうか。お願いします。 

 

 教育指導担当部長。 

 

 東京都は既に21年間、主務教諭の代わりのことを主任教諭という形で役

職を以前から設定してたわけです。国がここで新たに同じような職の主務

教諭をつくるということを言い出したことになります。なので、東京都は

もう既に主務教諭に準ずる、同じような職の主任教諭をつくっていたけど

も、名前が主任教諭と主務教諭で違うので、この条例の中で、それをうま

く整合性が合うようにという形で、今回今まであった主任教諭を主務教諭

という形に変え、ただし、名称としては今まで使っていた主任教諭という

形で残しますよという趣旨でございます。 
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教 育 長 

 

上林委員 

 

教 育 長 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上林委員。 

 

 よく理解できました。ありがとうございます。 

 

 ほかにいかがでしょうか。 

 

（ なしの声あり ） 

 

 ほかに質疑がないようですので、以上で質疑を終結いたします。 

これより、第６号議案「稲城市立学校の管理運営に関する規則の一部を

改正する規則」を採決いたします。 

本案を原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（ 挙手全員 ） 

 

 挙手全員であります。 

よって、第６号議案は原案のとおり可決いたしました。 

次に、日程第９ 第10号議案「第三次稲城市立学校における働き方改革

実施計画について」を議題といたします。 

本案は、稲城市立学校の教員が心身共に健康を保てる職場環境を整備

し、本市の学校教育の質の向上を図るため、「第二次稲城市立学校における

働き方改革実施計画」の次期計画として、「第三次稲城市立学校における働

き方改革実施計画」を策定する必要があるので、提出するものです。 

詳細につきましては、教育総務課長より説明いたします。 

教育総務課長。 

 

 それでははじめに、タブレットのページでいきますと48ページ、一番最

後のページに、議案概要説明書をつけておりますので、そちらをお開きい

ただければと思います。 

第二次稲城市立学校における働き方改革計画の次期計画といたしまし

て、公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法第８

条に定める、業務量管理・健康確保措置実施計画に位置づけ、この計画を

策定する必要があることから、本案を提出するものでございます。 

働き方改革実施計画の趣旨でございます。 

この計画は、稲城市立学校における働き方改革を、教員・子ども・地域

をはじめとした教育に関わる全ての人のウェルビーイングの実現を目指

す取組として位置づけております。教員が充実した働き方で日々を送り、

子どもたち一人一人と向き合う、そうした時間を確保して、教育の質を高

め「未来の創り手を育む稲城の教育」を達成することで、子どもたち一人
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ひとりの幸福な成長につながると考えております。 

本計画では、多角的な観点から「測定指標」を設定いたしまして、教員

の働き方を分析し、教員の充実感・満足感・ウェルビーイングが子どもの

成長につながる好循環を生み出す学校づくりを目指してまいります。 

次に第三次計画の概要でございますが、はじめにグランドデザインがご

ざいます。 

そして、第１章では、計画の趣旨と背景。第２章では、基本方針・測定

指標・数値目標。第３章で基本方針に基づく施策一覧。第４章で、推進体

制と進行管理。そして、資料編を策定しております。 

第二次計画と第三次計画の比較については、一つ前にお戻りいただきま

して、タブレットの44ページから46ぺージに記載してございます。 

１月20日の令和８年第１回定例会におきまして、素案のご報告を行わせ

ていただきました。その後、２月９日の総合教育会議において、教育委員

の皆様からの意見、それから市長の意見も頂戴いたしました。 

本日は、このご意見を踏まえて、変更した部分を中心にご説明を差し上

げたいというふうに考えております。 

それでは資料でございますが、タブレットでいきますと４ページにお戻

りいただきたいと思います。 

タブレットの４ページには、計画序論として、次のページに稲城市のこ

れまでの取組を記載しております。 

先立っての総合教育会議の中で、今までの取組の中の目標のところと、

稲城市立学校の状況のところ、記載の修正等もさせていただきました。 

右下部分の稲城市立学校の状況につきましては、表題を分かりやすく修

正いたしました。１か月合計80時間を超える教員の割合と、１か月合計45

時間を超える教員の割合という記載とさせていただきました。 

次に、各年度の割合の計算方法について分かりづらいという意見をいた

だきましたので、ページの下部のところですが、各年度の割合の計算方法

ということで、記載をさせていただきました。 

令和２年度から令和６年度までは、当面の目標、月80時間を設定して、

そこを測定するために延べ人数による１か月平均の教員の割合を集計し

ていることから、表題にその旨を表記いたしました。 

また、計算方法についても、表記したものでございます。 

続きまして、次にタブレットの８ページをお開きいただければと思いま

す。 

タブレットの８ページはグランドデザイン、本編の１ページになりま

す、この計画と上位計画との関連性を示したグランドデザインとして記載

をしておりますけれども、この図の中で、計画に対して目的、理想像が分

かりづらいというようなご意見がございました。したがって、図の中に上

位計画、これはふれあいを通じて人と文化を育む稲城の教育大綱、第四次

稲城市教育振興基本計画、こちらを上位計画といたしまして、計画の理想
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像、この計画は働き方改革の実施計画の様々な計画の理想像と、今般の計

画の目的を分かりやすく追記させていただきました。 

次に、１枚おめくりいただきまして、タブレットの９ページ、本編２ペ

ージでございます。 

計画の趣旨と背景の部分でございます。 

これはグランドデザインに合わせまして、⑵の計画策定の目的というこ

とで追記をさせていただきました。 

本計画の策定に当たり、上記の計画策定の趣旨に基づき、「教員が充実し

た働き方で日々を送り、子どもたち一人ひとりと向き合う時間を確保し、

教員の質を高める」ということを目的としているということを明記させて

いただきました。 

次に、タブレットで13ページをお開きください。測定指標の部分でござ

います。 

この部分では、いろいろ分かりづらく、説明が足りない部分もございま

した。修正をさせていただきましたのが、一番上の①時間外在校等時間の

部分でございますけれども、左側のアからエの部分のところで、ウ、360時

間を超える教員の割合というのを、新設いたしました。 

次に、この区分、同じ１のア・イ・ウの計算方法を明示いたしました。

計算方法は、右下の四角囲みのところに明示しております。 

次に、この表の左から３つ目の列で、目標を数値目標として改めさせて

いただきました。 

総合教育会議において、集計方法について疑義がございました。改めて

明示したものでございます。計算の方法は文科省の教育委員会における学

校の働き方改革、働き方のための見える化の調査に準拠して、延べ人数か

ら集計しているものでございます。 

また、年間360時間以上の区分についても、これは令和６年度から校務支

援システムによる集計が可能となりました。そうしたことから、第３次計

画から測定し、表に新設したものでございます。 

本編については、以上です。 

一度お戻りいただきまして、今度は資料編をご覧いただきたいと思いま

す。タブレットの34ページ、35ページでございます。 

総合教育会議において、田中委員からのご提案があった部分でございま

す。 

このアンケートは、回答されたものを全てまとめて記載していたもの

を、副校長が激務だということで、副校長のみで示したほうが良いのでは

ないかというようなご意見をいただきました。この結果、タブレットの35

ページに、副校長のものを全体とは別で掲載させていただきました。 

全体としては、減り始めている兆候にも見えますけれども、今回サンプ

ルが少ないということでございますので、今後も計画を推進していく中で

注視していく必要があるというふうに考えております。副校長補佐の配置
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教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

北川委員 

 

 

教 育 長 

拡大等も含めて副校長の業務支援を続けてまいります。 

最後に、タブレットの39ページをお開きください。 

これは学校間、近年の働き方改革の実感ということで、計画を策定する

前段で、教員の皆様にアンケート調査を行った結果でございます。 

この中でも全体と、それから、学校管理職ということで、職層で分けさ

せていただきました。 

全体は、上段のものでございまして、その下段に校長・副校長と学校管

理職以外の方のアンケートも掲載させていただきました。 

近年の実感については、職層ごとのクロス集計をというご意見でござい

ましたが、サンプルとして主幹教諭の回収状況が15件で大変少ないという

ことで、学校管理職と学校管理職以外ということで２つに分けた集計とし

て掲載させていただいております。 

以上、働き方改革実施計画につきまして、説明させていただきました。

よろしくお願いいたします。 

 

 以上で提案理由の詳細説明が終わりましたので、これより質疑をお願い

いたします。 

北川委員。 

 

 タブレットで言うと４ページですが、最終目標の２行目です。「１か月合

計45時間」かつ「１年間合計360時間」を超える教員を０にする。かつとい

う書き方だと、どっちかはいてもいいというふうに読めちゃうんですけれ

ども、いかがでしょうか。 

 

 教育総務課長。 

 

 このページの部分なんですけれども、総合教育会議でも少しご説明させ

ていただきましたが、これは稲城市のこれまでの取組ということで記載を

させていただいておりまして、今回の実施計画として、目標にしておりま

すのは、測定指標の先ほどのところが一番上、タブレットの13ページ、こ

こは測定指標になっております。これが新しい実施計画でいくところの目

標というか、指標を参考に、実施計画の方向性が正しいものかということ

で測定していくものでございますので、ご理解いただきたいと思います。 

 

 北川委員。 

 

 ありがとうございました。 

もう一点ですが、よろしいですか。 

 

 どうぞ。 
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指導課長 

 

 

教 育 長 

 

北川委員 

 

 

教 育 長 

 

 副校長の情報、本当にありがとうございました。 

特に近年、中学校副校長の勤務が厳しくなっているのが気になりますの

で、今、副校長補佐というのは、小中それぞれ何人ずつ入っているんでし

ょうか。 

 

 暫時休憩します。 

 

（ 暫時休憩 ） 

 

 再開します。 

指導課長。 

 

 令和７年度の副校長補佐の人数につきましては、小中学校合わせて13人

の副校長補佐が配置されております。 

 

 13校で１校１人。 

 

 そうでございます。 

 

北川委員。 

 

 質問は、小中別に何人ずつかという質問なんですけれども。 

 

 暫時休憩します。 

 

（ 暫時休憩 ） 

 

 再開します。 

指導課長。 

 

 副校長補佐の小中学校別の人数につきましては、小学校が９校９人、中

学校が４校４人の合計13人でございます。 

 

 北川委員。 

 

 ありがとうございました。 

この充実、まず、お願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

 

 副校長補佐は、東京都からの配置の基準に基づいての配置となるわけで
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教 育 長 

すよね。昇任して２年目までですとか、ちょっとその辺の説明いただけま

すか。 

教育指導担当部長。 

 

 副校長補佐の配置としましては、まず原則、昇任２年目までの副校長を

優先して配置をすること、それから、18学級以上の学校に優先して配置を

すること、そういう形で学校の規模、副校長の経験年数に応じて配置とい

う形になっております。 

ただ、東京都からもう少し配置して良いというのがあれば、それに関わ

らず配置をするということは考えてはおりますが、本市といたしまして

は、副校長の残業時間等も勘案しながら、配置をできるだけ進めるように

はしているところでございます。 

以上でございます。 

 

 ありがとうございました。 

 

 ほかにいかがでしょうか。 

田中委員。 

 

 意見ですけれども、全体の39ページ、資料編の11ページです。 

アンケート結果を、管理職と管理職以外でクロス集計していただいたこ

とで、より実態が分かったかと思いますので、十分だというふうに感じて

おります。ありがとうございました。 

 

 ありがとうございます。 

ほかにいかがでしょうか。 

 

（ なしの声あり ） 

 

他に質疑がないようですので、以上で質疑を終結いたします。 

これより、第10号議案「第三次稲城市立学校における働き方改革実施計

画について」を採決いたします。 

 本案を原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（挙手全員） 

 

 挙手全員であります。よって、第10号議案は原案のとおり可決いたしま

した。 

以上で本日の議事日程は全て終了いたしました。 

これにて閉会といたします。 
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（午後３時 11 分閉会） 


